
平成２９年度 第１回環境審議会 議事概要 

１ 日時及び場所 

 平成２９年５月３１日（水） 午後２：００～２：５０ 

 知立市役所 現業棟第８会議室 

 

２出席者 

 ⑴ 委 員：松井 俊治 会長、大里 健二 副会長、小林 瑛治 委員、中川 敦 委員、 

       山本 裕嗣 委員、阪野 嘉子 委員、上田 智美 委員、熊田 圭爾 委員 

       （欠席者 吉川 透 委員、常木 静河 委員） 

 ⑵ 清水 雅美 副市長 

 ⑶ 事務局：野村 裕之 市民部長、篠原 源晴 環境課長、秋月 英樹 課長補佐、  

       奥村 康明 課長補佐、環境保全係員 

 

３ 概要 

 ⑴ 副市長あいさつ 

 ⑵ 議事 

  ① 会長および副会長の互選について 

    互選により、会長は、松井委員、会長の指名により、副会長は、大里委員となった。 

  ② 第２次知立市環境基本計画策定進捗状況について  

    第１次計画の評価や現状、平成２８年度に実施したアンケートの結果、またこれらの課題及

び素案を説明した。 

  ・ 計画は、平成３０年度から１０年間のものとし、この審議会で審議のうえ、１２月議会に上

程する。 

  ・ 第１次計画との大きな変更点は、 

     平成２６年３月に策定した「地球温暖化対実行計画（区域施策編）」を第２次計画へ統合

すること。 

     西三河５市の「首長誓約」の内容を加味し、基本的な施策の検討を行うこと。 

  ・ 素案の内容は、「誰もが健康で豊かな暮らしを選べる環境都市」を第２次計画の将来環境像

として、５つの基本目標で施策を展開するもの。 

  ・ この審議会での検討事項は、具体的な施策や指標の設定、重点プロジェクトの抽出、温室効

果ガスの排出量の算定方法や目標値の設定等をお願いしたい。 

 【質問・意見等】 

  委 員： 環境に関する教育は子どものころから実施すべきである。７万人クリーンサンデーに

ついては、小学校では学区委員のみしか求められておらず、中学生は毎年テスト週間に

重なっている。時期をずらすなどして子どもの参加を呼び掛けられないか。 

  事務局： ７万人クリーンサンデーの日程は、知立市環境美化条例で「環境美化推進市民行動の

日」と定められた６月の第１日曜日としている。時期の変更には条例の変更を伴うため、

すぐには変えることができない。ただし、年々参加者数が減少していることや、もうす

ぐ３０年目を迎えることなどを勘案し、取り組みの見直しを図りたい。 

  委 員： 前回計画の目標指数で定められているリサイクル率の算定方法及び年間電気量のデー



タ収集方法について教えてほしい。 

  事務局： リサイクル率の算定方法は、知立市のごみ総排出量をリサイクルできるごみの量で除

して求めている。平成２８年に策定した一般廃棄物処理計画では３割を目標としている。

引き続きリサイクル率向上に努めたい。また、年間電気使用量は電気事業者からの提供

によるものである。 

  委 員： 首長誓約を西三河５市（岡崎市・豊田市・安城市・みよし市・知立市）で締結してい

るが、知立市が歴史的に協力してきた碧海５市とは異なっている。なぜこの５市で連携

することとなったか。 

  事務局： 当初西三河全域での連携を目指していた経緯があり、具体的な連携内容等を検討する

中で最終的に連携に首長誓約に手をあげたのが、現在の５市であったということである。 

 ⑶ その他 

   特になし 

 

（午後２時５０分終了）   


